「それなら なんだ、 わかった わかった」 

「なんだ」 と 今度 は 「男」 が 問うて いる。 

二人の 問答 を 聞いて いるの もお もしろ いが、 見て い 

るの も 妙 だ、 一人 は 三十 前後の 痩せが たの、 背の 高い、 

つぼ -っ 

きたならしい 男、 けれども どこかに 野人なら ざる 風貌 

を 備えて いる、 しかしなん という 乱暴な 衣装だろう、 

古ぼけた 洋服、 ねずみ 色の カラ ー、 くし を 入れない 

乱髪！ 一人 は 四十 幾 歳、 てっぺんが はげて いる。 比 

ぶ れば いくらか 服装 はま さって いるが、 似たり 寄った 

り、 なぜ 二人とも 洋服 を 着て いるか、 むしろ 安物で も 

よいから 小 ザ ッぱリ した 和服の ほうがよ さそう に 思わ 



なんの こ-つし やく 

れ たという 何 侯爵 の 銅像 を 作った 名誉の 彫刻家が、 

子供の ように わめいた。 

「ィャ とても わかる もの か、 わたしが 言いましょう 

か、」 と 加と 男。 

「言うて みなさい」 と 今度 はまた 彫刻家の ほうから 聞 

「僕が 言うて 見せる」 とつい に 自分が 口を入れ てお 仲 

間に はい つ た。 

「なんです」 男が 意味の ない 得意の 声 をいだ した。 

いくさ 

「戦争の 神 を 彫つ て くれろ と言うの でしよう」 

「犬ち がい！」 



はまた、 自分が 言 わんと 欲して 言う あたわざる 事 を 言 

う。 

「題 は 僕 自身が つける、 あえて 諸君の 討論 を わずらわ 

さんや だ、 僕に は 僕の 題が ある。 なにしろ 御 承諾 を 願 

いたい もの だ。」 

「やりましょう とも。 王侯 貴人の 像 を イジく るよりか- 

それ はわが 党の 『加と 男』 のために、 じゃァ ない、 た 

めに じゃァ ない、 「加と 男」 を だ、 …… を だ を だ、 …… - 

だから 承知し ましたよ。 承知の 助 だ。 加と 公の 半身像 

おもく ろ 

なん ぞ、 目をつぶっても できる。 これ は 面 黒い。 ぜひ 

やって みましょう、 だが。」 先生、 この 時、 チヨ ィと目 



を 転じて、 メ ー トル グラスの 番人 を 見た、 これ はお か 

わりの 合図。 

「だが、 ：：•• コー ット、 (老人 は 老人ら しい、 接続詞 を 

つかう。) 題 はなん といたし ましょう、 男 的 閣下。 題 は、 

題 は。」 

「だから 言う じゃァ ないか、 題 はおれが、 おれが 考え 

が あるから 可 と言うに。」 

「ェ— と 仰せられましても、 ェ ー で ごわ せんだ。 …… 

めんどう くせえ、 モ ー やめた。 やめた、 …… 加と 男の 

肖像 をつ くる こと、 やめた！ ねえ、 そうじゃ ァ ない 

か満 谷の 大将」 と 中 倉 先生の 気炎 少しく あがる。 自分 



が満 谷で ある。 

「今晩は」 と 柄に ない 声 を 出して、 同じく 洋服の 先生 

が はいって 来て、 も ーッの 卓に 着いて、 われわれに 黙 

礼した。 これ は、 すぐ 近所の 新聞社の 二の 面の (三の 

あいきょう もの 

面の 人 は 概して、 飲みそう で 飲まない) 豪傑 兼 愛嬌 者 

である。 けれども 連中、 だれも 黙礼 すら 返さない、 こ 

れが 常例で ある。 

「そうです とも、 考えが あるなら 言った が いい じゃァ 

ぎよ い 

ないか、 加 藤さん 早く 言いた まえ、 中 倉 先生の 御意に 

逆ろう て は 万事休す だ。」 と満 谷なる 自分が オダ テた。 

ケシ かけた。 



「号外と いう 題 だ。 号外、 号外！ 号外に 限る、 僕の 

生命 は 号外に ある。 僕 自身が 号外で ある。 しかりし こ 

うして 僕の 生命が 号外で ある。 号外が 出 なくなって、 

僕 死せ り だ。 僕 は、 これから 何 をす るんだ。」 男の 顔に 

は 例の 惨 痛の 色が 現われた。 

げに しかり、 わが 加 藤 男爵 は 何 を 今後に なすべき や。 

彼 は ともかくも、 衣食に おいて 窮 すると ころな し。 彼 

に は 男爵 中の 最も 貧しき 財産ながら も、 なおかつ 財 は 

これ あり、 狂的 男爵の 露命 をつな ぐ 上に おいて、 なん 

のコ マルと ころ はない ので あるが、 彼 は 何事 もして い 

な V 



工事 を 継続しつつ あり、 二十 八日 も 時々 砲撃しつつ あ 

きゅう リ とう ばひつ 

リ、 二十 六日 九 里 島 対岸に おいてた おれた る 敵の 馬匹 

九十 五頭、 ほかに 生 馬 六 頭 を 得たり —— 

おうりよ つ こうたいしよう 

「どうです、 鴨 緑 江 大捷の 前触れ だ、 うれしかった 

ねえ、 あの 時分 は。 胸が どきどきし たもの だ」 と、 さ 

らに 他の 号外に 移る。 

すぎの へ いそうち よう 

II 戦死者 中 福 井丸の 広 瀬 中佐お よび 杉 野 兵曹長 

と うび よ う- 

の 最後 はすこぶ る 壮烈に して、 同船の 投錨 せんとす 

せんそう 

る や、 杉 野 兵曹長 は 爆発 薬 を 点火す るた め 船艙に おり 

し 時、 敵の 魚 形 水雷 命中した る を もって、 ついに 戦死 

せる ものの ごとく、 広 瀬 中佐 は 乗員 をボ ー トに 乗り移 



らしめ、 杉 野 兵曹長の 見当たらざる ため 自ら 三た び 船 

ぜんじ かんぱん 

内 を 捜索した る も、 船体 漸次に 沈没、 海水 甲板に 達せ 

る を もって、 やむ を 得ず ボ ） ^におり、 本船 を 離れ 敵 

もと 

弾の 下 を 退却せ る 際、 一 巨弾 中佐の 頭部 をう ち、 中佐 

の 化 は 一 片の 肉塊 を艇 内に 残して 海中に 墜落した る も 

のな リ —— 

「どうです、 聞いて います か」 と 加 藤 男爵 は 問え ど、 

いつもの こと ゆえ、 聞いて いる 者 も あり、 相手に せぬ 

者 も ある。 けれども 御 当人 は 例によって 夢中で ある。 

「どうです、 一 片の 肉塊 を艇 内に 残して 海中に 墜落し 

たる ものな リ —— なんという 悲壮な 最後だろう、 僕 は 



何度 読んでも 涙が こぼれる」 

酔いが 回って 来たの か、 それとも 感慨に 堪えぬ のか、 

目 を 閉じて うつらう つらと して、 体 を ゆすぶつ ている。 

おそらく この 時が 彼の 最も 楽しい 時で、 また 生きて い 

る 気持ちの する 時であろう。 しかし、 まもなく 目 を あ 

けて、 

「けれども、 だめ だ、 もうだめ だ、 もう 戦争 はやん 

じ やった、 古い 号外 を 読む と、 なんだか 急に 年 をと つ 

てし まって、 生涯が おしまい になった ような 気がする、 

…：- J 

「妙、 妙、 そこ を 彫る の だ、 そこ だ、 なるほど 号外の 



「だから 君 はわれ われの 号外 だ。」 と 中 倉 翁の 言、 さら 

に 妙。 加 藤 君 この 時、 i: 子から 飛び上がって、 

「さすが、 中倉大 先生 様 だ、 大いによ かろう、 がっか 

りした ところ、 大いによ かろう、 ぜひ 願います、 題し 

て 号外、 妙、 妙、」 と大 満足な リ。 

それから 一時間ば かり、 さらに 談 じかつ 飲み、 中 倉 

翁 は 一 足お 先に、 「加と 男」 閣下 はグ ゥグゥ 卓に もたれ 

て 寝て しまったので、 自分 はホ ー ルを 出た。 

銀座 は 銀座に 違いない が、 なるほど わが 「号外」 君 

も 無理 はない、 巿 街まで がっかりして いるよう にも 見 

える。 三十 七 年から 八 年の 中 ごろまで は、 通りが かり 



の 赤の他人 にさえ 言葉 を かけて みたい ようで あつたの 

が、 今では またもとの 赤の他人 どうしの 往来に なって 

しまった。 

いくさ いくさ 

そこで 自分 は 戦争で なく、 ほかに 何 か、 戦争の時の 

ような 心持ちに みんなが なって 暮らす 方法 はない もの 

かしらん と 考えた。 考えながら 歩いた。 

(完) 
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